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2024・2025年度教研テーマ

　
第
68
回
を
迎
え
た
事
務
職

員
夏
期
学
校
が
７
月
20
日

（
土
）
～
22
日
（
月
）、
山

梨
県
北
杜
市
の
清
泉
寮
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
と

は
会
場
を
変
更
し
た
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
数
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

を
上
回
る
全
国
35
法
人
よ
り

92
名
お
よ
び
実
行
委
員
９
名

の
計
１
０
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
の
清
泉
寮
は
、

富
士
山
が
見
え
る
標
高
１
４

０
０
ｍ
の
高
原
に
あ
り
、
自

然
豊
か
な
場
所
で
あ
る
た

め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
も
全

体
的
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
内

容
に
し
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
働
く
参
加
者
同
士
の

交
流
も
深
め
合
え
る
よ
う
自

由
時
間
を
長
く
設
け
、
自
然

の
恵
み
に
触
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
期
学
校
は
、
校

長
に
安
藤
理
恵
子
氏
（
玉
川

聖
学
院
学
院
長
）
を
迎
え
、

講
師
陣
に
は
松
谷
信
司
氏

（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
社
長
・

編
集
長
）、
五
十
嵐
成
見
氏

（
東
京
女
子
大
学
准
教
授
・

牧
師
）
に
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
、
そ
し
て
特
別
講
演
に

は
、
塩
谷
達
也
・
美
和
夫
妻

（
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
）
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
安
藤
校

長
か
ら
は
「
言
葉
に
し
て
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た

こ
の
夏
期
学
校
で
の
出
会
い

は
『
一
期
一
会
』
で
あ
り
、

今
回
の
出
会
い
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
、
夏
期
学
校

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を

通
し
て
親
睦
を
深
め
る
時
間

を
設
け
ま
し
た
。
参
加
者
の

表
情
や
そ
の
後
の
話
し
合
い

の
様
子
か
ら
効
果
的
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
主
日

礼
拝
で
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
近
年
広
ま
っ
て
い
る

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
形
式
で

の
礼
拝
を
取
り
入
れ
、
リ
ー

ド
ギ
タ
ー
に
あ
わ
せ
て
ワ
ー

シ
ッ
プ
ソ
ン
グ
を
賛
美
し
、

神
様
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
一
般
的
な
厳
か
な
雰
囲

気
の
礼
拝
と
は
ま
た
違
っ
た

新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か

ら
も
自
校
に
取
り
入
れ
た
い

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
印

象
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
松
谷
氏
に
よ
る
主

題
講
演
・
全
体
会
で
は
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
ノ
ン
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

働
く
参
加
者
が
、
日
々
の
業

務
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
キ

リ
ス
ト
教
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど

に
つ
い
て
率
直
な
疑
問
や
意

見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ら
に

共
感
し
た
り
驚
き
が
あ
っ
た

り
と
豊
か
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。
塩
谷
夫
妻
に
よ
る

特
別
講
演
で
の
ソ
ウ
ル
フ
ル

な
歌
声
は
時
に
聞
き
入
り
、

ま
た
全
員
で
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン

グ
を
賛
美
す
る
こ
と
で
伝
わ

る
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心

が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
の
ひ
と
時
、
火
を
囲
み
な

が
ら
伝
え
ら
れ
た
五
十
嵐
氏

の
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
パ
チ
パ
チ

と
木
が
燃
え
る
音
と
炎
の
灯

り
だ
け
の
空
間
の
中
、
自
分

げてくれるような、新鮮で豊かなときとなりまし
た。
　特筆すべきは、準備委員の方々の徹底した仕え
る姿勢です。それも明るく楽しそうに、不測の事
態にも柔軟に対応していく姿に、ここにこそキリ
スト教学校の実があるように感じました。このよ
うな研修は参加者が多くの学びを受けることが目
的であることはもちろんですが、準備の働きを担
う者たちも、そのプロセスを通して他校や全国に
視野を広げ、愛されることと愛することを体感し
ていくことが、同盟の次世代育成のための重要な
部分であると思いました。コロナ禍以降はオンラ
イン研修がより多数の人々をつなげる安価な手段
となっていますが、対面で空気を共にする双方向
的体験が人格に与える影響力の豊かさを大切にす
ることを、私たちは特に若い働き手のために堅持
していく必要があります。
　各校とも日々増幅する校務や広報活動などで汲
々としている状況ではありますが、未来を担う人
と共に歩むために、本当に大切なことのためにお
金と時間を勇気を持って投資し続ける信念が問わ
れているとも思います。そんな各法人の未来への
思いに十分に応えている事務職員夏期学校でし
た。参加者の各校での働きと歩みのために祈りま
す。
� 〈玉川聖学院学院長、教育同盟理事〉

　キリスト教学校もまた、生き残りをかけて、偏
差値を上げたり、名を上げたりすることに躍起に
ならざるを得ないのでしょう。そのような努力を
決して否定するわけではありません。しかしそれ
以上に、キリスト教学校の果たすべき使命があり
ます。それは、目に見えるもので人間存在の価値
を決して値踏みしないという、目に見える世界の
価値観とは異なる明確な「世界線」を提供し続け
ることです。成績や成果が人間存在の価値そのも
のを決して計るものではないのだ、という強い信
念を学生たちに対して、また教職員同士で、持ち
続けなければなりません。それは、「私たちは見え
るものではなく、見えないものに目を注ぐ」、と
いう聖書の言葉に基づいたものです。神さまは目
に見えません。けれども、キリスト教学校が「建
学の精神」によって証しする目に見えない神さま
は、私たちを目に見えるもので決して値踏みなさ
れない方です。目に見えない神が、目に見えるど
んな人間よりも、あなたを愛している、重んじて
いる、尊んでいる。その世界線としての福音を、
学生に伝えていく。そのためのサポートの役割を
皆さんは与えられているのではないでしょうか。
　この世界線としての福音を学生と共有し、また
私たち自身も生きていくことが、キリスト教学校
の使命であり、存在意義です。
� 〈東京女子大学准教授〉

　校長の任を果たすために初めて訪れた事務職員
夏期学校。こんなに豊かに愛と工夫が凝らされて
いるとは思いませんでした。若い世代を中心に、
全国から集まった事務職員たちは、自校のスクー
ルモットーを分かち合って横の関係を作りつつ、
キリスト教学校が持っているスピリットを体感す
ることができたと思います。
　五十嵐成見牧師のメッセージは、人間の弱さを
等身大のリアリティで語り、キリスト教学校が担
うべき世界線を明確に示す聞き応えのあるもの。
松谷信司さんの経験とデータに裏打ちされた的確
な言葉による講演には、ディスられても尚心地よ
い真実がありました。賛美の心を様々な形で示し
てくれた塩谷達也さん、美和さんご夫妻は、福音
が人を自由にする力を持つという説得力を体現し
ていました。日曜の朝の礼拝では、ワーシップソ
ングを青山学院のチームがリードし、礼拝が初め
ての参加者にとってもキリスト教会への敷居を下

　私たちは、これまであまりにも多くの事柄にお
いて、目に見えるものによって人間の価値を値踏
みし、逆に値踏みされるような世界に染まってき
たのではないでしょうか。ひと昔前に流行った受
験戦争、という言い方が、人間の価値を成果や成
績で安易に判断するような価値観を助長してきた
のは紛れもない事実でしょう。以前、進学塾の若
い講師が「〇〇大に入れない奴はクズだ」と発言
する動画を目にしたことがあり、背筋の凍る思い
がしました。このような言動は、合格者には他者
を見下す傲慢な心を、不合格者には拭い難い自己
否定感を植え付けることでしょう。こんな価値観
が私たちの社会を形成し、また、そういう見方を
して恥じることのない人々がいるのも事実です。
　しかし、他ならぬ私たち自身もまた、目に見え
るもの－成果、形相、容姿、所属、所有物－で人
間の価値を値踏みしやすい心の誘惑に常に晒され
ています。

自
身
に
置
き
換
え
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
る
大
切
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
３
日
間
を
通
し
て
、
安
藤

校
長
は
じ
め
講
師
陣
の
皆
さ

ん
が
、
ご
自
身
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
含
め
本
音
で
伝

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、「
一

期
一
会
」
の
出
会
い
と
夏
期

学
校
で
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
々

の
業
務
に
活
か
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
そ

し
て
何
よ
り
最
後
ま
で
無
事

に
開
催
で
き
た
こ
と
、
参
加

者
の
皆
様
、
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
講
師
陣
と
清
泉
寮
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

永
石
美
穂

�

〈
鎮
西
学
院
総
務
課
〉
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6868
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学
校

回
事
務
職
員
夏
期
学
校

清
里
・
清
泉
寮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

清
里
・
清
泉
寮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

テ
ー
マ
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く
と
は
？
」

テ
ー
マ
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く
と
は
？
」

未来を担う未来を担う
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キリスト教学校としてのキリスト教学校としての
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開
会
礼
拝
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

3
日
目
朝
礼
拝
　

清里から遠く南
東に望む富士山

会場周辺は高原
の花々が満開
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事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
よ
る
と
、
参
加
者
の
約
７

割
が
各
校
か
ら
の
業
務
命
令

で
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係

な
く
参
加
し
た
と
い
う
事
務

職
員
夏
期
学
校
。
個
人
的
に

は
２
０
１
８
年
、
19
年
以
来

５
年
ぶ
り
３
回
目
と
な
る
参

加
で
し
た
が
、
毎
度
の
よ
う

に
最
終
日
に
得
ら
れ
る
充
足

感
に
引
き
換
え
、
無
味
乾
燥

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
ま
ま

参
加
者
が
集
ま
ら
ざ
る
を
得

な
い
現
実
は
と
て
も
残
念
に

思
い
ま
す
。
学
期
末
の
多
忙

さ
を
押
し
て
日
常
の
雑
務
か

ら
離
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
山
梨
の

奥
地
に
３
日
間
こ
も
る
わ
け

で
す
か
ら
、
当
然
、
相
応
の

収
穫
が
期
待
さ
れ
て
然
る
べ

き
で
す
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事

務
職
員
と
し
て
働
く
と
は

？
」
と
い
う
毎
年
代
わ
り
映

え
の
し
な
い
主
題
で
、
自
主

的
・
能
動
的
に
参
加
し
た
い

と
思
う
職
員
は
稀
で
し
ょ

う
。
そ
も
そ
も
、
仕
事
の
一

環
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
た

「
研
修
」で
講
演
の
中
身
な
ど

に
は
何
の
期
待
も
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
予
想

を
良
い
意
味
で
裏
切
り
、「
聞

い
て
よ
か
っ
た
」「
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も

ら
う
の
が
私
た
ち
講
師
に
与

え
ら
れ
た
最
重
要
任
務
だ
と

肝
に
銘
じ
て
臨
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
事
務
職
員
の
８

割
以
上
が
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
。
約
３
割
は
、
就
職
す
る

ま
で
キ
リ
ス
ト
教
に
一
切
、

接
点
が
な
か
っ
た
と
い
う
中

で
、
ま
ず
は
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
が

就
職
し
て
ど
う
変
わ
っ
た
か

に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま
し

た
。
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
出
身
と
い
う
方
々
は
概

ね
イ
メ
ー
ジ
通
り
と
い
う
答

え
が
多
く
、
ま
た
「
排
他
的

で
他
宗
教
を
受
け
入
れ
な

い
」「
神
聖
で
近
寄
り
が
た

い
」「
真
面
目
で
堅
苦
し
い
」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
方
も
、

実
際
に
働
い
て
み
た
ら
意
外

に
「
寛
容
で
信
仰
や
礼
拝
を

強
要
さ
れ
な
い
」「
初
心
者

に
も
広
く
門
戸
が
開
か

れ
て
い
る
」
な
ど
の
反

応
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
思
っ
た

よ
り
キ
リ
ス
ト
教
色
が

薄
い
」「
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
教
職
員
、
学
生
が

少
な
い
」「
仕
事
上
、お

祈
り
や
賛
美
歌
に
触
れ

る
機
会
が
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
事
務
職
員
で
も
、
学

校
や
部
署
に
よ
っ
て
か
な
り

環
境
は
異
な
る
よ
う
で
す
。

　
教
会
と
同
様
、
同
質
性
の

高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
こ
そ

第
三
者
の
存
在
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
立

場
で
勤
務
す
る
意
味
、
保
護

者
で
も
教
員
で
も
な
い
事
務

職
員
の
存
在
意
義
は
決
し
て

小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
も
ノ
ン
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
も
、
教
員
も
事
務
職
員

も
対
等
に
協
働
で
き
る
職
場

環
境
、
そ
し
て
立
場
が
ど
う

あ
れ
「
置
か
れ
た
場
所
」
を

省
み
つ
つ
、
応
対
す
る
学

生
、
業
者
、
保
護
者
ら
に
寄

り
添
っ
た
「
他
者
の
靴
を
履

く
」
訓
練
と
、
本
音
を
共
有

で
き
る
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

　
３
日
目
の
全
体
会
で
は
、

参
加
者
の
中
か
ら
〝
ひ
な
壇

ゲ
ス
ト
〟
を
迎
え
「
ア
ー
メ

ン
ト
ー
ク
」
を
企
画
し
ま
し

た
。「
こ
の
際
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と

／
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
聞

い
て
み
た
い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
普
段
の
業
務
で
は
聞

け
な
い
信
仰
の
実
際
に
つ
い

て
率
直
に
聞
き
合
い
ま
し

た
。
意
外
だ
っ
た
の
は
学
校

に
出
入
り
し
て
い
る
牧
師

と
、
業
務
外
で
個
人
的
な
会

話
を
交
わ
し
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
反
応
で
し
た
。
日
ご

ろ
教
会
と
接
点
の
な
い
職
員

が
、
直
に
牧
師
か
ら
話
を
聞

く
機
会
は
貴
重
な
機
会
の
は

ず
で
す
が
、
お
互
い
に
う
ま

く
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
と

思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
必

清
泉
寮
新
館
ホ
ー
ル
に
て
　

クリスチャンと
ノンクリスチャン双方の本音を聞く

要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
も
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
有
益
な

意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
授
業
だ
け
で
な
く
参

加
型
で
学
べ
る
場
」「
保
護

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
機

会
」「
宗
教
主
任
と
悩
み
相

談
な
ど
交
流
の
機
会
」
の
提

供
、「
す
べ
て
の
学
生
に
愛

を
も
っ
て
丁
寧
な
対
応
を
」

「
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
言

葉
で
説
明
で
き
る
こ
と
」
な

ど
、
い
ず
れ
も
各
校
で
実

践
、
実
現
で
き
そ
う
な
ヒ
ン

ト
が
満
載
で
し
た
。

　
掲
げ
る
建
学
の
精
神
が
形

骸
化
し
、
有
名
無
実
と
化
し

が
ち
な
中
、「
ガ
チ
勢
」
に

は
な
い
発
想
や
対
応
、「
伝

統
」
や
「
奉
仕
」
と
い
っ
た

言
葉
で
誤
魔
化
さ
れ
な
い
事

務
職
員
の
存
在
が
、
よ
り
多

様
で
豊
か
な
教
育
の
補
償

に
、
ひ
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
敷
居

を
下
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

　
今
回
、
諸
事
情
に
よ
っ
て

参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
事
務

職
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
同
様

の
「
学
び
」
を
得
ら
れ
る
機

会
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

　
　
　
多
様
な
事
務
職
員
が

　
　
　
　
　
　
　
不
可
欠
な
理
由
」

キ
リ
ス
ト
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長 

松
谷 

信
司

事務職員夏期学校
主題講演

特別講演 ゴスペルシンガー ゴスペルシンガー 塩谷達也・美和塩谷達也・美和

ゴスペルコンサートゴスペルコンサート〈賛美と証〉〈賛美と証〉

2024年度　キリスト教学校教育振興助成　助成決定一覧（2024年7月6日　理事会（助成選考委員会）決定）

分
野
番
号 名　　　　　称　（　会　場　） 法人又は学校名 助　成

申請額
助　成
決定額

Ⓐ

1 教育同盟 第11回中堅教員リトリート（大津市・同志社びわこリトリートセンター） 宮城学院中学校高等学校 74,820 74,820
2 教育同盟 東北・北海道地区 新任教師研修会（江別市・酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校） 宮城学院中学校高等学校 41,040 41,040
3 日本ハンドベル連盟 第42回ハンドベル指導者講習会（東京都千代田区・国際フォーラム） 宮城学院（中高、大学） 272,600 91,000
4 教育同盟 第68回事務職員夏期学校（北杜市・清泉寮） 尚絅学院 136,680 136,680
5 教育同盟 第14回中堅事務職員リトリート（京都市・同志社今出川キャンパス） 尚絅学院 49,580 49,580
6 教育同盟 第4回キリスト教活動担当事務職員研修会（福岡市・西南学院大学） 尚絅学院 53,200 53,200
7 教育同盟 東北・北海道地区 新任教師研修会（江別市・酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校） 東北学院榴ケ岡高等学校 170,680 128,010
8 教育同盟 第68回事務職員夏期学校（北杜市・清泉寮） 基督教独立学園高等学校 69,900 60,100
9 2024年度4校合同研修会 基督教独立学園高等学校 142,680 142,680
10 教育同盟 関東地区 第66回新任教師研修会（御殿場・東山荘） フェリス女学院中学校・高等学校 72,480 72,480
11 教育同盟 第68回事務職員夏期学校（北杜市・清泉寮） 敬和学園大学 120,040 120,040
12 教育同盟 関東地区 第66回新任教師研修会（御殿場・東山荘） 山梨英和中学校・高等学校 80,320 80,320
13 教育同盟 第68回事務職員夏期学校（北杜市・清泉寮） 北陸学院高等学校 57,240 57,240
14 教育同盟 関西地区 新任教師研修会（京都市・関西セミナーハウス） 北陸学院高等学校 69,800 69,800
15 教育同盟 第9回全国災害支援連絡会議（熊本市ほか） 北陸学院中学校・高等学校 117,780 117,780
16 教育同盟 第57回全国聖書科研究集会（神戸市・啓明学院） 北陸学院中学校・高等学校 50,145 50,145
17 教育同盟 関西地区 新任教師研修会（京都市・関西セミナーハウス） 金城学院中学校・高等学校 92,400 92,400
18 教育同盟 第57回全国聖書科研究集会（神戸市・啓明学院） 平安女学院中学校高等学校 36,000 18,000
19 教育同盟 第57回全国聖書科研究集会（神戸市・啓明学院） 清教学園中学校・高等学校 43,330 18,000
20 教育同盟 関西地区 第66回夏期研修会（京都市・同志社今出川キャンパス） 頌栄保育学院・頌栄短期大学 50,520 15,520
21 全国キリスト教学校人権教育研究協議会 第34回全国キリスト教学校人権教育セミナー 頌栄保育学院・頌栄短期大学 48,000 48,000
22 教育同盟 関西地区 第144回聖書科研究会（金沢市・北陸学院中学校・高等学校） キリスト教愛真高等学校 57,140 57,140
23 教育同盟 関西地区 第66回夏期研修会（京都市・同志社今出川キャンパス） キリスト教愛真高等学校 48,056 48,056
24 教育同盟 関西地区 カウンセリング夏期合宿研修会（奈良県・洞川温泉） キリスト教愛真高等学校 100,740 71,140
25 教育同盟 関西地区 新任教師研修会（京都市・関西セミナーハウス） キリスト教愛真高等学校 54,040 46,840
26 教育同盟 関西地区 第66回夏期研修会（京都市・同志社今出川キャンパス） 松山学院高等学校 190,360 59,490
27 教育同盟 関西地区 新任教師研修会（京都市・関西セミナーハウス） 清和学園 53,000 53,000
28 全国キリスト教学校人権教育研究協議会 第34回全国キリスト教学校人権教育セミナー 清和学園 155,700 77,250
29 教育同盟 西南地区中高聖書科研究集会（平戸市・長崎インターナショナル教会） 西南学院小学校 38,140 9,820
30 教育同盟 第10回キリスト教看護教育推進会議（大村市・活水女子大学） 西南女学院 11,880 11,880
31 教育同盟 西南地区 夏期学校（福岡市・西南学院大学） 西南女学院 194,040 27,340
32 教育同盟 西南地区 事務職員研修会（福岡市・西南学院大学） 西南女学院 218,720 27,340

Ⓑ

33 聖ステパノ学園・澤田美喜記念館見学 －キリスト教学校教育主義のインクルーシブ教育を学ぶ― honto の manabi 142,120 30,000
34 校内教員研修会 宮城学院中学校高等学校 80,000 80,000
35 キリスト教教育研修会“ICビジョン・フォーラム” 茨城キリスト教学園 102,268 75,268

36 連続公開講座 人間教育について学ぶ〈人間を育てる本質とは何か〉　
　日本聾話学校の教育現場から見えてくるもの 日本聾話学校 152,500 82,500

37 教職員研修会（第2回創立150周年記念にむけての学習会） プール学院中学校・高等学校 88,027 88,027
38 全国キリスト教学校人権教育研究協議会 第34回全国キリスト教学校人権教育セミナー 頌栄保育学院・頌栄短期大学 136,000 61,000
39 2024年度教職員修養会 活水女子大学 154,570 140,670
40 全学修養会 活水女子大学 284,520 157,670

Ⓒ

41 キリスト教主義大学におけるポストコロナのサービスラーニングの展開 東京基督教大学 797,000 100,000

42 キリスト教学校における幼児教育思想の源流とその教育的意義に関する研究
　―フレーベルの宗教観に関する史料調査― 関東学院大学 320,000 100,000

43 キリスト教学校教育同盟に加盟する学校法人の寄付行為に関する記述的分析 西南学院 50,000 50,000

Ⓓ
44 聖歌隊クリスマスチャリティコンサート 尚絅学院大学 55,685 30,000

45 ミッションスクール（小学校）における平和教育の構築と次世代への継承のために
　―学校間の情報共有と連携を目指して― 西南学院小学校 170,000 60,000

【注】Ⓐ研究集会参加：番号1～32　Ⓑ研究集会開催：番号33～40　Ⓒ調査・研究：番号41～43　Ⓓ振興助成：番号44～45 ¥5,503,741 ¥3,081,266

＊You set me free
　達也氏が渡米して日本にはなかった自由さを感じたこと、神の
愛を知った時にはそれ以上の自由を得たことを語りながら。

＊Amazing grace my chains are gone
　“Amazing grace”作曲の背景、本当の自由を与え人を変える
神の愛を語る。歌は「神を知り鎖から解かれた」歌詞とアレンジ
を加えて。

＊ストレイシープ
　「さまよう羊を神は愛してくださる」と、ゴスペル授業で出会
った悩む学生との関わりの体験から。この曲には全員がコーラス
で参加した。

＊慕い求めます
　生きている目標がわからない中、ゴスペル／教会で「愛」とい
うワードに囲まれ、新しい道を示された美和氏の経験より。

＊Deep Sea〜海よりも深く〜
　学生との橋渡しの役割も持つ「職員」という立場に、神さまが
皆さんを呼ばれた。自分が逃げてもなお抱きしめて下さる「深い
神の愛」を歌う。

＊O happy day
　映画「天使にラブソングを２」より。参加者もコール＆レスポ
ンスやゴスペルの楽しさを体験。夜のキャンプファイヤーでも全
員で賛美した。

＊愛を伝えよう
　「愛を伝えるのにふさわしくない日はない」ミッションスクー
ルや教会は愛を伝え続ける場であるという想いをこめて。

◇
塩
谷
夫
妻
は
、
礼
拝
や
祈

り
の
時
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
閉
校
式
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
賛
美
し
ま
し
た
。

メッセージ
　
将
来
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ

う
若
い
職
員
の
方
々
に
、

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
賛
美

の
歌
を
聞
い
て
い
た
だ
け

た
こ
と
、
ま
た
、
聞
い
て

い
た
だ
く
だ
け
で
は
な

く
、
参
加
型
で
、
共
に
手

を
叩
き
声
を
合
わ
せ
て
歌

え
た
こ
と
も
大
変
感
謝
で

し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
の
方
々

に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

体
験
で
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、O happy 

day

で
は
、
全
員
で
そ
れ

を
体
験
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
講
演
で
は

音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
私

た
ち
二
人
の
人
生
を
神
さ

ま
が
ど
の
よ
う
に
変
え
、

救
い
、
癒
し
、
力
を
与
え

続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

か
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
驚
か
れ
た

方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ご
自
分
が
働
か
れ

て
い
る
学
校
を
支
え
る
信

仰
、
理
念
は
、
た
だ
の
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
は
な

く
、
リ
ア
ル
に
人
の
人
生

を
変
え
、
今
も
生
か
し
続

け
る
力
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
少
し
で
も
知
っ
て

い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば

幸
い
で
す
。

塩谷達也・美和



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（776号） 2024年9月15日（日）

公
　
募

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
事
務

職
員
と
し
て
勤
め
て
い
る
中

で
、
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
る
私
は
こ
れ
ま
で
少
し
後

ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今

回
、
牧
師
の
先
生
や
講
師
の

方
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る

職
員
の
方
の
〝
本
音
〟
を
聞

く
う
ち
に
、
ノ
ン
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で
あ
っ
て
も
神
さ
ま
か

ら
の
変
わ
ら
ぬ
愛
を
思
い
な

が
ら
祈
っ
て
も
い
い
の
だ
と

キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
考
え

が
大
き
く
変
わ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
の
松
谷

信
司
氏
の
講
演
の
中
で
「
ガ

チ
勢
に
は
な
い
〝
神
〟
対

応
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る

職
員
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
や
そ
こ
に
通
う
学

生
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま

し
た
。
礼
拝
に
く
る
人
に
と

っ
て
の
教
会
が
『
第
三
の
居

場
所
』
で
あ
る
よ
う
に
、
事

務
職
員
と
し
て
学
生
に
と
っ

て
の
『
第
三
の
居
場
所
』
と

な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
は
違
う
場
所

で
働
く
仲
間
と
の
素
晴
ら
し

い
出
会
い
が
あ
り
、
参
加
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
宮
城
学
院
女
子
大
学
　
入

試
広
報
課
〉

　
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
賛

美
歌
は
歌
え
ま
せ
ん
し
聖
書

に
触
れ
た
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
２
泊
３

日
分
の
荷
物
と
不
安
感
の
み

を
持
ち
山
梨
に
た
ど
り
着
い

た
、
そ
ん
な
夏
期
学
校
の
始

ま
り
で
し
た
。
し
か
し
、
初

日
の
松
谷
講
師
の
講
演
で

「
今
回
の
研
修
で
は
キ
リ
ス

ト
教
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
こ

と
が
目
的
」
と
お
話
が
あ
っ

た
通
り
、
研
修
内
容
は
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
形
式
の
礼
拝

な
ど
初
め
て
触
れ
る
も
の

や
、
キ
リ
ス
ト
教
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
内
容
が
詰
ま
っ

て
い
る
も
の
で
し
た
。

　
「
自
分
が
誰
か
の
隣
人
に

な
っ
た
経
験
」
を
共
有
し
合

っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
自
身
の
実
体
験
に
も
聖

書
の
教
え
に
通
ず
る
行
動
が

あ
り
、
一
気
に
キ
リ
ス
ト
教

が
別
世
界
か
ら
自
分
の
生
活

軸
に
現
れ
た
よ
う
な
感
覚
を

抱
き
ま
し
た
。

　
研
修
を
終
え
、「
事
務
職

員
と
し
て
ど
う
キ
リ
ス
ト
教

学
校
と
向
き
合
う
か
」
と
考

え
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
に

と
っ
て
一
番
近
く
に
あ
る
キ

リ
ス
ト
教
、
す
な
わ
ち
聖
書

に
基
づ
い
た
〝
建
学
の
精

神
〟
に
共
感
し
体
現
で
き
る

職
員
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
　
事
務
室
〉

　
私
は
今
年
の
４
月
か
ら
教

務
課
に
異
動
と
な
り
、
学
生

と
接
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
学
生
と
の

接
点
の
無
い
部
署
だ
っ
た
た

め
、
今
ひ
と
つ
学
生
と
の
距

離
感
が
つ
か
め
ず
、
ど
こ
か

一
線
を
引
い
た
事
務
的
な
対

応
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
参
加
し
た
夏

期
学
校
で
、
学
生
に
と
っ
て

の
職
員
と
は
、
親
で
も
教
員

で
も
な
い
第
三
の
存
在
で
あ

る
と
の
お
話
に
、
私
の
立
ち

位
置
が
明
確
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
言

葉
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た

〝
隣
人
愛
〟
に
つ
い
て
も
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
今

後
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

学
生
対
応
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
お
世
話
に
な

っ
た
清
泉
寮
で
は
、
有
志
で

行
っ
た
朝
の
散
策
で
富
士
山

を
背
景
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

た
り
、
自
由
時
間
に
は
テ
ン

ト
サ
ウ
ナ
を
体
験
で
き
た
り

と
、
自
然
の
美
し
さ
や
素
晴

ら
し
さ
を
身
近
に
感
じ
な
が

ら
充
実
し
た
３
日
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
臨
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
つ
い
て
の
学
び
は
、

よ
り
深
く
身
に
つ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

〈
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

　
教
務
課
〉

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

25
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
経
済
学
部
経
済
学
科

職
種
＝
マ
ル
ク
ス
経
済
学
、

日
本
経
済
史　
専
任
講
師

又
は
准
教
授　
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
７
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
敬
和
学
園
大
学

▼
人
文
学
部
共
生
社
会
学
科

職
種
＝
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

方
法
論
、
ま
ち
づ
く
り
論　

准
教
授
又
は
専
任
講
師　

各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
10
日

問
合
せ
＝
☎0254-26-3636

▽
山
梨
英
和
大
学

▼
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化

学
科

職
種
＝
①
臨
床
心
理
学　
教

授
、
准
教
授
又
は
講
師
２

名
②
情
報
系
科
目　
准
教

授
、
専
任
講
師
又
は
助
教

１
名

応
募
締
切
＝
①
９
月
30
日
②

９
月
27
日

問
合
せ
＝
☎055-223-6020

▽
北
陸
学
院
大
学

▼
教
育
学
部
初
等
中
等
教
育

学
科

職
種
＝
体
育
教
育
学　
教
授

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
四
国
学
院
大
学

▼
文
学
部

職
種
＝
教
育
学
、
日
本
文
学　

准
教
授
又
は
助
教　
各
１

名
応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
現
代
文
化
学
科

職
種
＝
観
光
学　
准
教
授
、

又
は
常
勤
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎092-575-2971

▽
活
水
女
子
大
学

▼
国
際
文
化
学
部
国
際
文
化

学
科

職
種
＝
日
本
語
学
・
日
本
語

教
育　
教
授
、
准
教
授
、

講
師
又
は
助
教　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
公
衆
衛
生
看
護
学　

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教　
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
28
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
遺
愛
女
子
中
学
・
高
等
学

校職
種
＝
保
健
体
育
科　
専
任

教
諭　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0138-51-0418

▽
尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科
、
数
学
科
、

理
科
、
音
楽
科
、
保
健
体

育
科　
専
任
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
７
日

問
合
せ
＝
☎022-264-5881

▽
基
督
教
独
立
学
園
高
等
学

校職
種
＝
英
語
科
、
地
歴
科
、

家
庭
科　
教
員
各
１
名
、

女
子
寮
舎
監
（
要
教
員
免

許
）
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0238-65-2113

▽
青
山
学
院
高
等
部

職
種
＝
国
語
科　
特
別
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
27
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
理
科
（
化
学
）
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
21
日

問
合
せ
＝
☎048-471-6631

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職
種
＝
社
会
科（
歴
史
分
野
）

特
任
教
諭　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
26
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
静
岡
英
和
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校

職
種
＝
①
英
語
科
②
国
語
科

③
養
護
④
支
援
員
（
特
別

支
援
教
育
）
①
③
専
任
教

諭
又
は
常
勤
講
師
②
非
常

勤
講
師
④
職
員　
各
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎054-254-7401

▽
金
城
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科
、
理
科
（
生

物
）　
特
別
講
師（
常
勤
）

各
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎052-931-0821

▽
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
保
健
体
育
科　
専
任

教
員　
１
名

グループワーク

全
員
で
輪
に
な
っ
た
閉
校
式

礼
拝
で
の
参
加
者
に
よ
る
音
楽
奉
仕

夏
期
学
校
に

　
参
加
し
て

「第三の居場所」で「第三の居場所」で
あるためにあるために
鴇鴇
ときとき

田田
たた

 千春 千春

学生対応を学生対応を
見直す機会に見直す機会に
山本 晃宏山本 晃宏

キリスト教とのキリスト教との
　　　　　距離　　　　　距離
田中 沙依田中 沙依

加盟校（102法人）学生・生徒・児童・教職員数
〈学生生徒児童数〉2024年５月1日現在� （単位：人）

種別・グレード 校　数 設置数 女 男 合　計
総合計

女 男 合　計

大　学

共学校
57

38 93,353 96,667 190,020

130,825 101,682 232,507
女子大学 19 33,079 0 33,079
大学通信課程 1 489 178 667
大学院 42 3,418 4,072 7,490
専門職大学院 4 486 765 1,251

短期大学
短期大学部

短期大学共学校

19

13 2,202 365 2,567

3,443 459 3,902
短期大学女子校 3 546 0 546
短期大学部・共学校 2 605 94 699
短期大学部・女子校 1 90 0 90

短期大学・短期大学部　合計 19 19 3,443 459 3,902
大学・短期大学・短期大学部　合計 76 123 134,268 102,141 236,409

専門・各種学校（1校を除き併設） 9 9 679 492 1,171 679 492 1,171

高　校

共学校
99

59 22,246 21,790 44,036

38,321 25,654 63,975
女子校 32 15,465 0 15,465
男子校 4 0 3,311 3,311
定時制・通信制 4 610 553 1,163

中　学
共学校

78
42 6,541 6,618 13,159

18,750 9,049 27,799女子校 32 12,209 0 12,209
男子校 4 0 2,431 2,431

高校・中学　合計 177 57,071 34,703 91,774

小学校
共学校

35
32 3,750 3,133 6,883

4,660 3,849 8,509女子校 2 910 0 910
男子校 1 0 716 716

小学校　合計 35 4,660 3,849 8,509
総合計 297 344 196,678 141,185 337,863 196,678 141,185 337,863

〈教員・専任職員数〉2024年５月1日現在� （単位：人）

種別・グレード
教員数 専任職員数

女 男
小　計

合　計 女 男 合　計
専　任 非常勤

法　人
専　任

760 908 1,668
非常勤

大　学
専　任 2,801 5,054 7,855

23,574
2,773 1,788 4,561

非常勤 7,692 8,027 15,719

短期大学
専　任 182 105 287

829
非常勤 341 201 542

各種専門学校
専　任 105 62 167

418 32 15 47
非常勤 167 84 251

中学高校
専　任 2,310 2,959 5,269

8,523 573 371 944
非常勤 2,113 1,141 3,254

小学校
専　任 324 213 537

771 73 31 104
非常勤 194 40 234

総合計 16,229 17,886 14,115 20,000 34,115 4,211 3,113 7,324
註）法人本部と各グレードで兼任あり

テントサウナの水風呂へ

森散策では仰向けで
リラックス

応
募
締
切
＝
９
月
12
日

問
合
せ
＝
☎072-831-0285

▽
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科　
常
勤
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
20
日

問
合
せ
＝
☎06-6741-7005

▽
清
教
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科
、
数
学
科
、

理
科　
常
勤
講
師　
各
若

干
名

応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0721-62-6828

▽
日
ノ
本
学
園
高
等
学
校

職
種
＝
国
語
科
、
数
学
科
、

英
語
科
、
家
庭
科
、
情
報

科　
専
任
教
諭
又
は
非
常

勤
講
師　
各
若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝info@

hinomo
to.ac.jp

▽
関
西
学
院
高
等
部

職
種
＝
国
語
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
17
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-0975

▽
神
戸
女
学
院
中
学
部
・
高

等
学
部

職
種
＝
理
科（
物
理
・
化
学
）　

常
勤
教
員　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
17
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8570

▽
広
島
女
学
院
中
学
高
等
学

校職
種
＝
聖
書
科
、
保
健
体
育

科　
専
任
教
諭
又
は
常
勤

講
師　
各
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
21
日

問
合
せ
＝
☎082-228-4131

▽
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部

職
種
＝
学
級
担
任
（
全
科
）　

教
諭　
若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
３
日

問
合
せ
＝
☎0774-71-0810

▽
和
泉
短
期
大
学

▼
児
童
福
祉
学
科

職
種
＝
専
任
（
契
約
）
事
務

職
員　
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎042-754-1133



（4）（776号）（月刊）（第三種郵便物認可）2024年9月15日（日） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
閉
会
後
に
は
、
校
長
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、

手
厚
い
も
て
な
し
の
上
に
、

授
業
ま
で
公
開
し
て
い
た
だ

い
た
会
場
校
の
聖
学
院
小
学

校
教
職
員
の
皆
様
、
保
護
者

の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
お
土
産
で
頂

戴
し
た
「
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
」
も
、
と
て
も
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

中
村
俊
英

�

〈
立
教
小
学
校
教
諭
〉

　
６
月
15
日
（
土
）、
聖
学

院
小
学
校
に
て
、「
新
た
な

時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
使
命
と
連
携
―
い
の

ち
の
か
が
や
き
と
平
和
を
求

め
て
―
」
を
主
題
に
し
て
、

第
69
回
東
日
本
小
学
校
教
職

員
協
議
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
礼
拝
で
は
、「
礼
拝

す
る
学
校
」
を
テ
ー
マ
に
、

学
校
法
人
聖
学
院
の
山
口
博

院
長
よ
り
説
教
が
あ
り
ま
し

た
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

に
記
さ
れ
て
い
る
「
誘
惑
を

受
け
る
キ
リ
ス
ト
の
姿
」

と
、
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
に
記
さ

れ
て
い
る
「
神
に
近
づ
き
な

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
は

近
づ
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
な

が
り
、
祈
れ
る
学
校
に
勤
め

ら
れ
る
有
難
さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
小
学
部
会
の

田
太

郎
委
員
長
（
東
洋
英
和
女
学

院
小
学
部
部
長
）
と
、
会
場

校
の
佐
藤
慎
校
長
（
聖
学
院

小
学
校
）
よ
り
挨
拶
が
あ
っ

た
後
、
南
山
大
学
名
誉
教
授

の
石
田
裕
久
先
生
に
よ
る

「
感
謝
を
育
む
協
同
の
学

び
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

と
な
り
、
互
い
に
認
め
、
励

ま
し
、
高
め
合
う
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
の

中
か
ら
、
社
会
も
学
習
も
、

ま
わ
り
の
仲
間
と
の
助
け
合

い
か
ら
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が

深
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
次
に
、
聖
学
院
小

学
校
の
先
生
方
に
よ

り
、
12
の
教
室
に
て

公
開
授
業
が
行
わ

れ
、
授
業
後
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
振
り
返
り

の
時
間
を
持
つ
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
終
わ
り

の
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
が
明
け

て
久
し
ぶ
り
の
お
茶
会
が
開

か
れ
、
学
校
ご
と
に
体
育
館

へ
集
ま
り
ま
し
た
。
か
つ
サ

ン
ド
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
を
含
む
新

任
の
方
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
楽
し
み
、
聖
学
院
小
学

校
の
先
生
方
に
よ
る
歌
と
ダ

ン
ス
の
ゴ
ス
ペ
ル
タ
イ
ム

を
、
16
の
小
学
校
の
み
な
さ

ん
（
計
３
０
９
名
の
参
加

者
）
で
共
有
し
て
、
心
か
ら

主
へ
の
賛
美
で
締
め
く
く
る

　
一
斉
に
緊
急
地
震
速
報
の

チ
ャ
イ
ム
音
、
居
合
わ
せ
た

人
達
は
皆
、
ス
マ
ホ
の
「
震

源
日
向
灘
」
を
注
視
し
て
緊

張
。
20
秒
後
で
し
ょ
う
か
？

横
揺
れ
が
来
ま
し
た
。
８
月

８
日
16
時
43
分
頃
、
熊
本
駅

構
内
は
震
度
４
、
日
南
市
で

震
度
６
弱
、
Ｍ
７
・
１
の
地

震
で
す
。
点
検
の
為
、
新
幹

線
・
在
来
線
は
運
転
中
止
。

　
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

２
日
目
が
終
了
、
解
散
直
後

の
こ
と
で
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
、
特
別
な

注
意
の
呼
び
か
け
は
一
週
間

で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
観
光

や
交
通
、
災
害
備
蓄
品
に
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
直
下
型

地
震
を
含
め
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
と
い
う
予
想
は
出
来
ま

せ
ん
。
家
族
や
学
校
、
職
場

で
改
め
て
の
必
要
な
準
備
と

心
構
え
の
契
機
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

事
務
局
長

（
訂
正
）

　
本
紙
５
月
号
３
面
加
盟
校

動
静
（
新
年
度
動
静
・
統

合
）
の
桃
山
学
院
の
記
事

は
、
正
し
く
は
「
２
０
２
５

年
４
月
に
桃
山
学
院
大
学
と

桃
山
学
院
教
育
大
学
を
統
合

し
、
現
在
の
桃
山
学
院
教
育

大
学
人
間
教
育
学
部
を
桃
山

学
院
大
学
の
新
た
な
学
部
と

し
て
設
置
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

整うと、奉仕者全員で歌い、お祈りしてか
ら配布します。コロナ禍以前は、毎週の炊
き込みご飯でしたが、現在は炊き込みご飯
の他、月に数回、パン、クラッカー、魚肉
ソーセージ、マスク、ティッシュ、時に塩
や飲料水、カイロや手編み帽子となってい
ます。生徒はパック詰めと配布の他に、セ
ット準備や地域清掃をきめ細かなレクチャ
ーと共に作業し、振り返りをした後、主日
礼拝に参加しています。
　生徒は最初、緊張して人と顔を合わせて
声を出すことに躊躇することが多いのです
が、教会メンバーの支えにより自ら挨拶や
声かけができるようになり、リピーターと
なって手伝いたいと申し出てくれます。ま

た、この活動から、社会には様々な歪みに
よって食べることが困難な人たちがいると
いう現実、食事の有り難さ、いのちの尊さ
を知ります。何不自由なく生活をしてきた
生徒たちは、炊き込みご飯250gを1時間
近く歩いて取りに来られることを目の当た
りにして、ようやく自分にできることは何
か探し始めるのです。
　また、教会との関わりが大変重要で、メ
ンバーから教会や地域のこと、学校や社会
のあり方、活動背景と今の状況などの話を
聞き、大切な学びとなっています。10年前
は50〜80代の男性が多かったのですが、近
年、性別や世代を超えて、体が不自由で病
気をもつ人たちも増えたようです。職や住
まい、家族を失った人たちに加えて、生き
にくさを感じる人たちが多くなったと考え
ます。生徒たちにはこの出会いと交わりか
ら、イエス様が手渡された食事を思い起こ
し、日々成長していくことを心から願って
います。
� 大内麻理
〈立教女学院中学校・高等学校　宗教部長〉

　明治期の教頭石井亮一は、濃尾大地震
（1891年）で多数の孤児が発生した際、少
女たちの人身売買被害に心を痛め、職を辞
して孤女学院を開設、日本初の知的障がい
者施設「滝乃川学園」を創設しました。後
に関東大震災で本校の築地校舎が消失した
際も、滝乃川学園の一部を仮校舎として提
供、被災1ヶ月余りで本校の授業が再開で
きました。これらの思いを引き継いで本校
の奉仕活動は続いています。
　1990年代は、高齢者や障がい者施設の他
に乳児院、修道院で活動していましたが、
時代の変化に伴って中学生を送ることが難
しくなり、当時のチャプレンから日曜給食
を紹介されました。関係校の高校生が先に
活動を始めていましたが、「小学校を卒業
したばかりの中学生が、生活で困難を抱え
た方々に炊き出しの食事を手渡すこと」に
ついて、教会が慎重に協議した結果、中学
生も彼らを励ますことができるのではない
か、との判断で2013年度から活動に加わっ
ています。
　月に一度の日曜給食活動
は、定例会で募集、保護者
の了承のもとで決定し、毎
回2〜8名が教会最寄駅に
7時40分に集合します。す
ぐに炊き込みご飯をパック
に詰め、約100食の準備が
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わたしたちの奉仕活動

　
太
平
洋
戦
争
後
の
人
心
混
乱
の

中
、
河
内
長
野
教
会
に
集
う
子
供

た
ち
が
「
聖
書
に
基
づ
く
学
び
の

で
き
る
、
自
分
た
ち
の
学
校
が
欲

し
い
」
と
熱
心
に
祈
っ
た
の
が
、

清
教
学
園
の
始
ま
り
で
す
。
そ
し

て
、そ
の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、教

会
で
祈
り
を
共
に
し
て
い
た
植
田

真
一
と
中
山
昇
の
二
人
が
神
様
か

ら
の
召
命
を
受
け
、
清
教
学
園
の

創
立
と
そ
の
教
育
活
動
に
人
生
を

捧
げ
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
植
田
と
中
山
は
、「
神
を
愛

し
、
人
を
愛
し
、
而
も
真
理
を
追

求
し
て
知
性
を
高
め
る
真
の
基
督

精
神
の
道
場
た
る
、
生
き
た
る
学

校
を
作
る
」
と
い
う
使
命
を
胸
に

献
身
し
、
１
９
５
１
年
、
開
校
の

夢
を
叶
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
恵
み

に
与
り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
わ
ず

か
49
名
の
小
さ
な
出
発
で
し
た

が
、
清
教
学
園
は
神
様
の
臨
在
を

覚
え
る
喜
び
の
場
所
で
し
た
。

　
南
大
阪
の
田
舎
に
位
置
す
る
た

め
、
易
し
く
は
な
い
運
営
の
連
続

で
し
た
が
、
植
田
も
中
山
も
「
祈

る
ほ
か
に
道
は
あ
ら
ず
と
思
い
到

り
思
い
返
し
て
ま
た
祈
る
か
な
」

と
い
う
白
石
濤
村
（
ど
う
そ
ん
）

牧
師
の
句
を
口
癖
に
し
な
が
ら
、

約
40
年
に
わ
た
り
、
皆
と
共
に
仕

え
合
い
祈
り
と
献
身
を
重
ね
て
、

学
園
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
し

た
。

　
祈
り
の
も
と
に
生
徒
た
ち
と
共

に
過
ご
し
、
気
概
を
持
っ
て
語
り

か
け
た
植
田
と
中
山
の
姿
勢
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
神
様
か
ら
与

え
ら
れ
た
自
分
自
身
の
賜
物
に
気

づ
き
生
か
す
学
び
に
向
か
う
と
い

う
、
学
園
教
育
の
今
を
支
え
る

「
探
究
」
の
源
と
も
な
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
多
様
な
活
躍
と

凛
と
し
た
日
々
の
行
動
に
よ
り

「
生
徒
が
看
板
」
と
な
っ
た
清
教

学
園
が
神
様
の
御
心
の
も
と
に
存

続
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が

植
田
と
中
山
の
学
校
創
り
で
あ

り
、
信
仰
の
証
し
で
し
た
。

�

植
野
公
稔

〈
清
教
学
園
　
理
事
・
法
人
事
務

局
長
〉

キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者

物　語物　語物　語物　語
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祈
る
ほ
か
に

　
　

道
は
あ
ら
ず

清
教
学
園

（
１
８
９
６
～
１
９
８
９
）

植
田 

真
一

（
１
９
２
５
～
２
０
１
９
）

中
山 　

昇＜行事予定＞　※予定は状況により変更することがあります。
９／６～７　第10回全国事務局長・事務長会議
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　９　　　第68回大学部会研究集会（オンライン）
　　11～12　第4回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （西南学院大学）
　　13～14　第57回全国聖書科研究集会
� （啓明学院中学校・高等学校）
10／12　　　本部・地区事務局会議
� （教育同盟事務局、オンライン併用）
11／１～２　第66回学校代表者協議会
� （啓明学院中学校・高等学校）
　　９　　　第10回キリスト教看護教育推進会議
� （活水女子大学）
　　30　　　キリスト教学校教育懇談会第22回講演会
� （オンライン）

生
徒
た
ち
と
談
笑
す
る

植
田
先
生

「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
の

授
業
を
行
う
中
山
先
生

公
開
授
業
（
5
年
生
）　

授
業
振
り
返
り
の
時
間
　

聖
学
院
小
学
校
の
児
童

た
ち
に
よ
る
礼
拝
奉
仕

山
口
博
氏
　

石
田
裕
久
氏
　

教会の方々と作業

地
域
の
清
掃
に
参
加
す
る

（
後
方
は
隅
田
川
に
か
か

る
厩
橋
）

配付物品を準備


